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キャップの実務知識（その4）『 ワイドキャップ（広口キャップ）編  』
キャップ製造は、きた産業のコア事業部門。不定期連載で、キャップを実際にお使いの皆様にお役に立つ情報をお届けします。
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【スライド1】　英語では「Wide Mouth Cap」、直訳すると「広口キャッ
プ」となりますが、通称「ワイドキャップ」です。一般に「ワンカップ」（大
関さんの登録商標）と総称される、清酒のカップ酒用に多く使われ
ています。
【スライド2】　広口キャップにはWQ（クイックキャップ）とWM（マ
イルドキャップ）があります。打栓した状態では良く見ないと見分
けがつきませんが、開封すると形状の違いが分かります。名称は当
社の呼称で、キャップメーカーにより異なります。
【スライド3】　WQは側面にスリット（打ち抜き加工による切断線）
があり、WMは肩部分にスコア（プレス加工による弱化線）があり、
リングタブを引き上げるとスリットやスコアが切れて開封できます。
開封感覚はWQとWMで相当異なります。
【スライド4】　アルミ材ベースに、外面は商品名などの印刷をした
上にキズが入らない様にトップコートをします。接液面は内容液で
アルミが腐食しない様にベースコートを行い、パッキンを接着させ
るためのバフコートを行なっています。WMは、開封時にパッキン
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が剥がれる様にさらに剥離インキを印刷します。WMの場合は、スコアを入れた部分（プレス加工部分）の塗膜が破壊されますが、パッキ
ンで被覆して液との接触を防ぎます。
【スライド5】　通常の密封性能は、WQとWMで差はありません。過酷な試験として数十センチからの落下衝撃試験をすると、WMより
WQが弱いのですが、実用に問題はありません。（WQはごく微量
－0.05ｍｌ以下－の内容液飛び散りがある場合がありますが、減圧
は保たれます。）WMは剥離インキ印刷工程が余分にありますので、
製造原価はWQより高くなります。
【スライド6】　当社では清酒用、食品用を中心として、このようなサ
イズを生産しています。写真は、目視検査のシーンですが、もちろ
ん各ラインにコンピュータ処理の画像検査装置を導入しています。
【スライド7】　WQ、WMは減圧仕様のキャップです。もし壜内が加
圧状態になった場合は、WQ、WMのクリンプ力では密栓を保持で
きず、キャップが外れてしまいます。なお、当社では生産していま
せんが、42mmまでの口径では耐圧広口キャップもあります。かつて、
サッポロビールさんが65mmという大口径耐圧広口キャップの製品
を市販したこともありました。
【スライド8】　アルミの腐食を防ぐためにベースコートを施していま
すが、曲げ加工すると塗膜が弱くなる事があります。特に梅酒など
のリキュールを詰めた場合に、曲げ加工部分から腐食して穴が開く
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事がありますので、注意が必要です。
【スライド9】　キャッパーヘッドの構造です。ヘッドは必ず定期的な
点検やオーバーホールを行ってください。ワイドキャップのトラブル
の多くは、キャッパーの整備不良によるものです。
【スライド10】【スライド11】【スライド12】【スライド13】　実際に当
社で発生したクレームリストと、主なクレーム、「漏れ」と「Vサイナー」
に関する説明です。「クレーマー」による巧妙なクレームもありますが、
キャップをよく観察すれば判定が可能です。
【スライド14】　環境ホルモン対応や環境対応には積極的に取り組
んでいます。かつて、「脱塩ビ」「塩素含む素材の代替材への変更」
を大手流通や生協などが強力に推進した時期がありましたが、各種
のワイドキャップのライナーは今も塩ビ素材を使用しています。近
年は塩ビが人体や環境に有害であるという意見が見直されているこ
と、塩ビ以上に優れた素材がないこともその理由です。

text=品質保証・環境部　水畑     


